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研究成果の概要： 

本研究は，小児において歯ぎしりと睡眠の質を評価し，歯ぎしりに潜在すると考えられる日

中の認知・注意に関する行動を適正に保つ機能の存在を検討することを目的とした。初年度は

小児歯ぎしりに関する大規模調査を実施し，高頻度の歯ぎしり発生の背景に精神的ストレスが

潜在していることを確かめた。次に生理学的実験により，就寝直前の精神的負荷が，睡眠中の

小児の自律神経系活動に影響を及ぼしていることが明らかとなり，睡眠の質や小児歯ぎしりと

の間にも，何らかの密接な関連があることが示唆された。 
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１．研究開始当初の背景 

歯ぎしりは，成人では不規則な生活や精神
的ストレスが睡眠中の歯ぎしりの危険因子
の一つで，看護師や警備員などの交代制勤務
者において歯ぎしりが多いことが知られて
いる(Lavigne, 2005)。とりわけ小児において
歯ぎしりは，精神的ストレスの指標であるこ
とが推測されているが，直接的なエビデンス
は殆どない。 

睡眠の問題は，子どもの問題行動と関連し
ており，適切な睡眠を確保できないことは発

達にも影響を及ぼす。従来のコンセンサスで
は一概に歯ぎしりは悪影響をもたらすとさ
れているが，歯ぎしりがすべて睡眠の質に悪
影響を及ぼすというよりも，睡眠中に大量の
中途覚醒を混入させるような歯ぎしりが睡
眠の質の低下や問題行動をもたらしている
可能性がある。そこで我々は，小児において，
睡眠中に適切な歯ぎしりが行われることに
よって，急性のストレス負荷が緩和され，そ
のことが心身健康の増進と日中の注意・認知
行動の改善をもたらすと仮説をたて，歯ぎし
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りの機能の解明を目指すこととした。 

 

２．研究の目的 

本研究は，小児において歯ぎしりと睡眠の
質を評価し，その歯ぎしりに潜在すると考え
られる日中の認知・注意に関する行動を適正
に保つ機能の存在を検討することを目的と
した。小児の睡眠健康と日常の認知行動に関
する調査研究と，小児の歯ぎしりおよび睡眠
の質を同時に評価する実験研究を組み合わ
せることで，歯ぎしりの機能とストレスに対
する効果を解明する。また，左右にグライン
ディングしながら力を分散させるような歯
ぎしりであれば，子どもの心身健康を増進さ
せることを示し，適切な歯ぎしりの機能を社
会に推進することを目指した。 

 

 

３．研究の方法 

 

(1) 初年度は，睡眠習慣，歯ぎしりと睡眠健
康に関する大規模調査を実施した。山梨県郡
部および東京都品川区の小学校に通う小学
生を対象とし，アンケート調査により児童ら
の睡眠習慣および睡眠健康を評価した。同意
の得られた児童については，歯牙模型より作
成 し た 簡 易 歯 ぎ し り 評 価 装 置
（BruxChecker）を一晩装着させ，本装置剥
離部と歯牙模型上の形状変化から，mild 

bruxism（includes none）群，および severe 

bruxism 群に分類して検索した。また，「高
頻度の歯ぎしり」に対して，独立して関与す
る Risk Factor を見いだすために，ロジステ
ィック回帰分析を行った。 

 

(2) 次年度は，昨年行った大規模アンケート
調査の結果を踏まえ，小児の歯ぎしりと精神
的負荷および睡眠習慣に関する精神生理学
的実験を開始した。十分なインフォームド・
コンセントの後，同意の得られた児童につい
ては，脳波，筋電図，心電図を総合的に用い
た測定を行った。日中の行動は，活動量計に
よるモニタ，および保護者を対象とした小児
の行動に関するアンケートを実施した。また，
歯牙模型より作成した簡易歯ぎしり評価装
置（BruxChecker）を一晩装着させ，本装置
剥離部と歯牙模型上の形状変化から歯ぎし
りのパターンを推測した。 

 

 

４．研究成果 

(1) 両地域で，低学年の児童ほど歯ぎしり
が多く確認される傾向が見られた。歯ぎしり
評価装置（BruxChecker）の群分けとアンケ
ートをマッチングさせた結果によると，睡眠
の維持が良く熟眠度の高い児童ほど高頻度
に歯ぎしりをしていることが明らかとなり，

歯ぎしりと熟眠度との間に何らかの密接な
関連があることが示唆された（図 1-1，1-2；
高得点ほど高い危険率を示す）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品川区で行われた大規模調査の結果より，
高学年の歯ぎしり高頻度群において，就床時
刻が 12 分遅く，睡眠時間が，11 分短縮して
いた。他の学年では，歯ぎしり両群間に，有
意な差はなかったため，高学年になると，睡
眠習慣の悪化が「歯ぎしり」を促進している
可能性が，示された。 

「睡眠中の四肢のびくつき」は，国際疾病
分類で「Sleep Starts」とされており，いず
れの学年も，歯ぎしり高頻度群において，「四
肢のびくつき」頻度の高い児童が，有意に多
い結果であった。Sleep Starts は，覚醒から
睡眠への移行期，および NREM の Stage1

に多く発生することから，「歯ぎしり」と共
に，類似した運動系の hyperactivity が，関
与している可能性が疑われた。また，いずれ
の学年も，歯ぎしり高頻度群において，「い
びき」頻度の高い児童が，有意に多い結果で
あった。 

低学年において，歯ぎしり高頻度群で，「起
床困難」の頻度の高い児童が，有意に多かっ
た。このことから，高頻度の歯ぎしりが，睡
眠の質に，悪影響を及ぼした結果，「起床困
難」の Risk Factor となる可能性が示された。 

子どもの「歯ぎしり」は，「睡眠習慣」お
よび「生活・成育環境」と関係していること，
「歯ぎしり」と関連する要因は，各成長発達

図 1-1 歯ぎしりと睡眠維持得点 

図 1-2 歯ぎしりと熟眠度得点 



 

 

段階において異なっていることが判明した。
特に重度の歯ぎしりを呈している子どもに
ついては，親子の生活の夜型化や塾通いなど
による「睡眠習慣の悪化」と「心理的ストレ
スの増強」により誘発されている可能性が示
唆された。重度の歯ぎしりには，「睡眠健康
の悪化」との関連も認められ，生活や睡眠の
保健指導の必要性が考えられた。 

 

 

(2) 生理学的実験では，就寝直前に精神的負
荷を与えた場合と負荷のない場合での比較
を行った。その結果，就寝前の活動が有意に
就寝中の自律神経系活動に影響を及ぼして
いることが明らかとなり，その影響は明け方
まで持続していた（図 2）。就寝前に高められ
た交感神経系の活動は，睡眠中にも高い値を
示しており，覚醒中の心理的ストレスが，睡
眠の質や小児歯ぎしりとの間に何らかの密
接な関連を持つ可能性が示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 本調査研究を通じ，無意識下に発生する
「歯ぎしり」は，子どものおかれた状況を反
映する結果と考えられた。社会の急速な変化
に伴い，家族形態も多様化する中で，子ども
達の心身のケアは，これからより進行する，
尐子化社会において，重要な課題と考えられ
た。また今後，「歯科医療」が子どもの健全
な育成に大きく寄与する可能性が示された。
本研究のように，小児歯ぎしりと精神的健康
を主眼においた研究は世界的にも例が尐な

く，国内においては，もとより皆無であった
ため，学会活動や論文発表を通して，インパ
クトを与えることができた。今後は，生理学
的実験データを更に詳細に解析し，歯ぎしり
の発生メカニズムおよび歯ぎしりに及ぼす
精神的ストレスの及ぼす直接的な影響を検
討し，解明していくことが求められる。 
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図 2 睡眠中の心拍数および交感神経系活動比較 
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